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〇新川高校（モデル校）の実践～閉鎖学級生徒への支援～ 

 新川高校で実施した、学級閉鎖期間における、インターネットを通じた対象学級生徒

への支援について紹介します。 

➣オンラインでショートホームルームを実施 

学級担任教諭がウェブ会議システムを活用し、毎朝定時にショートホームルームを

実施。閉鎖期間中においても担任と生徒、生徒と生徒のつながりを維持。 

➣連絡事項や資料をオンラインで配信 

オンライン上の「教室」である Google Classroom

に、その日の連絡事項を書き込むとともに、学級通

信や学習課題などを配信。紙の資料はコピー機のス

キャナ機能を活用し PDF データ化し配信。 

➣オンデマンド形式での学習サポート 

教務部から教科担当者に閉鎖学級への学習支援を

依頼し、Google Classroom で学習課題・授業動画を

配信。動画撮影のため、閉鎖学級の教室にスタジオを

設営するとともに、職員室に貼り出したスケジュー

ル表で撮影日程を管理。 

 

 

今回紹介したケースでは、教務部が中

心となり、支援をコーディネートしたこ

とが、組織的かつ手厚い支援につながっ

たと考えられます。 

学級閉鎖という非常時にこそ、組織体

制の機動力や、教職員の ICT 活用力が発

揮されることに改めて気付かされる実

践です。 
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今号担当：教育課程担当課  

GIGAスクール通信 
ＧＩＧＡ…Global and Innovation Gateway for All 

【閉鎖学級の教室を撮影スタジオに】 

【配信した課題や動画は各自の端末にこのように表示される】 

【教務部が授業動画撮影を補助】 


